
「人×経済」の両輪で富山県を前へ！
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資料１



強い経済（稼ぐ力）なくして人は定着せず、人の活躍なくして経済は成長しない。
両輪を噛み合わせ、同時に、かつ強力に回し続けることがカギ

具体施策：両輪パッケージ

「富山県総合計画」

277 事業・167億円 154事業・173億円
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⇒ 徒に危機や不安を強調するものではなく、「未来を主体的に設計するための材料」

2040年労働需給シミュレーション（富山県立大学他）
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富山県人材確保・活躍パッケージ、始動
－「人口が減る」時代を、「人が輝く」転機に。みんなでつくる「選ばれる富山」－

⇒ 人材戦略とは、奇策で改善するほど単純な課題ではない。
 言葉以上に実態（働きやすさ×働きがい）が伴う「王道の徹底」こそが重要 4



Ⅰ.策定の趣旨

1. 背      景：「労働供給制約社会」
  医療・福祉、教育、運輸、農業、建設、公共交通、行政、警察など、県民生活の
  維持に不可欠なエッセンシャルワーク分野をはじめ、人材不足が一層深刻化。

2. めざす姿：「人材確保・活躍の富山モデル」
                  「人を奪い合う」発想から「人が富山を選ぶ」構図への転換を図る。
                         「一人ひとりのウェルビーイングを高めることで、結果として産業競争力、県全体の

活力を創出する」との新たな視座に立ち、「富山で働く価値」を高める人材戦略を構築。

3. 期      間： 富山県総合計画の計画期間に準拠
 2026年度直ちに取組む施策をパッケージ化。県総合計画のもと、成果と現場の変化を

踏まえ、2030年のモデル確立に向け、パッケージを不断に見直しながら推進する。 5



本パッケージの本質は「人手不足対策」ではなく、

マイナスサムの「消耗戦」（斥力）⇒ プラスサムの「価値創造」（引力） 6



参考：富山発・全国から注目を集める先進事例（ミクロモデル）

• 例1) 平野電業（富山市）：ボルダリング施設を無料で使用できるように

人材確保 横展開要素：社員の趣味もしっかりと応援

• 例2) 富山大学附属病院   ：手術を交代制に。若手育成、女性医師増加(1→9名）

働き方改革 横展開要素：属人的業務の標準化・分担化（“俺流”を許さない）

• 例3) 富山県立大：バイオ医薬品の製造や品質管理、品質保証を担う人材育成講座の開設

人材育成  横展開要素：「富山ならでは」の人材育成の場づくり

出典：富山テレビ(2025年11月27日）出典：富山テレビ(2025年11月4日）
他に、NHK WORLD(2025年11月8日）や
LBS（日本経済新聞社とテレビ東京系列の
５つのローカル局でも2025年3月10日報道）

出典：チューリップテレビ(2025年5月7日）
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令和８年度富山県一般会計当初予算（案）のポイント

●構造転換・付加価値向上
・融資制度「生産性向上・賃上げ支援枠」

●賃上げ環境の整備
・賃上げ応援支援

・専門家派遣による経営力強化集中支援 ・融資制度「生産性向上・賃上げ支援枠」(再掲)

・中小企業トランスフォーメーション補助 ・富山県賃上げサポート補助

・とやま人材リスキリング補助 ・富山県キャリアアップ奨励

・福祉分野におけるテクノロジー導入支援

・とやま型スマート農業普及拡大支援
・介護分野の賃上げ・職場環境改善支援

・障害福祉従事者の処遇改善支援

●価格転嫁の推進
・医療分野の賃上げ・物価上昇に対する支援

・価格転嫁サポート補助

・価格転嫁推進サポーターによる伴走支援

●物価高対策
・原料米価格高騰対策緊急支援

・融資制度「米価高騰対策枠」

・医療・介護・保育・障害福祉施設、学校施設、

農林水産業、指定管理施設への支援

・ひとり親家庭への支援

・学校給食費負担の抜本的軽減

●エネルギー価格高騰対策
・特別高圧、LPガスの負担軽減

●消費喚起
・ﾌﾟﾚﾐｱﾑ商品券の発行による生活支援・消費喚起

・省ｴﾈ家電・機器買い換え促進による生活者支援

●関係機関・商工団体等と連携した展開

●県HPの特設サイトで随時更新・発信 県HP特設サイト⇒
戦略的な
広報発信

■物価高、深刻な人手不足など、中小・小規模事業者が直面する厳しい事業環境を乗り越えるため、
生産性向上を起点に、持続的な賃上げを実現し、経済の好循環を加速させることが重要。

■その実現に向け、「富山県経済の好循環加速化パッケージ」（第1弾～第3弾の合計：173.9億円）を展開。

生産性向上 持続的な賃上げ 物価高対応・消費喚起

「富山県経済の好循環加速化パッケージ」の展開❶
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令和８年度富山県一般会計当初予算（案）のポイント

第１弾【R⑦11月補正】

先行的な現場密着の即応支援（県単独）

第２弾【R⑦11月補正（追加）】

重点支援地方交付金等の先行的な活用

第３弾【R⑦２月補正】【R⑧当初】
国補助、重点支援地方交付金の追加活用、
県単独の追加支援

4.2億円

64.6億円

・中小企業トランスフォーメーション補助金（7億円）

・とやま人材リスキリング補助金（2,700万円）

・賃上げサポート補助金（3,800万円）

・キャリアアップ奨励金（9,000万円）

・医療・介護・障害福祉の賃上げ支援（26億100万円）

・特別高圧、LPガスの負担軽減（3億2,100万円）

・プレミアム商品券の発行（3億9,000万円）

・原料米価格高騰対策緊急支援（3億6,500万円）

・県融資制度「米価高騰対策枠」（1億2,500万円）

・社会福祉施設・学校・農林水産事業者等の物価高騰
支援（18億965万円）・賃上げ応援事業（500万円）

・賃上げ応援事業（1,000万円）

・農福プラス連携マルシェ（仮称）開催（100万円）

・価格転嫁総合推進事業（1,570万円）

・省エネ家電・機器買い換え促進（7億円）

・ひとり親家庭応援（1億1,600万円）

・こども食堂物価高騰対策応援（400万円）

・社会福祉施設・学校・農林水産事業者等の
物価高騰支援（9億725万円）

・高齢者施設・障害福祉施設のサービス継続支援
（7億9,940万円）

・学校給食費負担軽減（25億4,465万円）

・福祉分野のテクノロジー導入支援（6億5,311万円）

・低燃費タイヤ導入費支援（1,500万円）

・とやま型スマート農業推進（1億4,149万円）

・農業共同利用施設再編集約合理化等支援（12億7,787万円）等

等

第１弾～第３弾計 173.9億円

等

・専門家派遣による経営力強化集中支援事業（728万円）

・価格転嫁サポート補助金（500万円）

・県融資制度「生産性向上・賃上げ支援枠」（4億円）

105.1億円
（R⑦2月補正 47.3億円）
（R⑧当初 57.8億円）

「富山県経済の好循環加速化パッケージ」の展開❷
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人が輝く⇒強い経済に⇒人が集まる⇒・・・

「人×経済」の両輪で富山県を前へ！ 10
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